
城西国際大学薬学部　5 年生　渡部 茉緒

薬用部位

薬効

生薬名

用途 乳汁不足、食欲不振、肌荒れの改善

五涼華（ごりょうか）、蒲公英湯（ほこうえいとう）など

に配剤される。

催乳、解熱、健胃、利尿作用

根、葉、花

蒲公英(ほこうえい) 局方生薬

　

春
に
な
る
と
空
き
地
や
公
園
な
ど
の
地
面

を
鮮
や
か
な
黄
色
で
覆
う
タ
ンポ
ポ
。
実
は
地

域
に
よ
っ
て
主
に
生
え
て
いる
種
が
異
な
り
ま

す
。
今
回
掲
載
し
て
いる
タ
ンポ
ポ
の
写
真
は

カ
ント
ウ
タ
ンポ
ポ
で
、
名
前
の
通
り
関
東
地

方
に
多
く
分
布
し
て
いる
種
で
す
。

　

カ
ント
ウ
タ
ンポ
ポ
の
他
に
も
、
カ
ンサ
イ
タ

ンポ
ポ
や
セ
イ
ヨウ
タ
ンポ
ポ
な
ど
が
生
薬
の
蒲

公
英
と
し
て
用
いら
れ
ま
す
。
生
え
て
いる
タ
ン

ポ
ポ
が
ど
の
種
か
を
見
分
け
る
方
法
の
ひ
と
つ

と
し
て
は
、
総
苞
（
そ
う
ほ
う
）
と
呼
ば
れ
る
、

花
弁
と
茎
の
間
に
あ
る
咢
（
が
く
）
のよ
う
な

緑
色
の
部
分
を
見
ま
す
。
セ
イ
ヨウ
タ
ンポ
ポ

は
総
苞
が
下
向
き
に
反
っ
て
いる
の
が
特
徴
で

す
。
一
方
で
、
カ
ント
ウ
タ
ンポ
ポ
、
カ
ンサ
イ

タ
ン
ポ
ポ
は
総
苞
が
上
向
き
に
な
っ
て
お
り
、

カ
ンサ
イ
タ
ンポ
ポ
は
カ
ント
ウ
タ
ンポ
ポ
よ
り
も

細
い総
苞
を
有
す
る
種
で
す
。

　　

蒲
公
英
に
は
苦
味
質
の「
タ
ラ
ク
サ
シ
ン」

や
「
タ
ラ
ク
サ
ス
テ
ロー
ル」
な
ど
が
含
ま
れ
て

いま
す
。
用
途
と
し
て
は
食
欲
不
振
や
消
化

不
良
、
に
き
び
な
ど
の
肌
荒
れ
を
改
善
し
た

り
、
母
乳
の
出
を
良
く
し
た
り
す
る
た
め
に
用

いら
れ
ま
す
。
ま
た
、
炒
っ
た
セ
イ
ヨウ
タ
ンポ

ポ
の
根
は
、
ヨー
ロッ
パ
で
コー
ヒ
ー
の
代
用
と

し
て
普
及
し
て
いま
す
。

学名：Taraxacam platycarpum Dahlst. 　科名：キク科
タンポポ

陽だまりの絨毯Vol.200



城西国際大学薬学部　5 年生　渡部 茉緒

薬用部位

薬効

生薬名

用途 去痰、咳止め、湿疹、蕁麻疹、腫れ物、できもの

解毒、鎮咳作用

樹皮

桜皮(オウヒ)

　

ソ
メ
イ
ヨシ
ノ
は
エド
ヒ
ガ
ンと
オ
オ
シ
マザ
ク

ラ
の
交
配
で
生
ま
れ
た
日
本
産
の
栽
培
品
種

で
す
。

　　

樹
皮
に
は
サ
ク
ラ
ニン、
サ
ク
ラ
ネ
チ
ン、
グ

ルコゲ
ンカ
ニン、
ナ
リ
ンゲ
ニンな
ど
の
フ
ラ
ボ
ノ

イ
ド
、
樹
脂
、
葉
に
は
ク
マリ
ン
配
糖
体
、

青
酸
配
糖
体
が
含
ま
れ
ま
す
。

　

樹
皮
を
剥
いで
天
日
で
乾
燥
さ
せ
た
も
の

は
桜
皮
と
呼
ば
れ
、
薬
用
に
は
主
に
ヤ
マザ
ク

ラ
の
樹
皮
が
用
いら
れ
ま
す
。
ヤ
マザ
ク
ラ
は
山

野
に
自
生
す
る
種
類
で
、
花
が
咲
い
て
か
ら

葉
が
出
て
く
る
ソ
メ
イ
ヨシ
ノ
と
は
違
い、
葉
と

花
が
同
時
期
に
出
て
く
る
のが
特
徴
で
す
。

　

解
毒
や
鎮
咳
薬
と
し
て
咳
、
湿
疹
、
蕁

麻
疹
な
ど
に
用
いま
す
。
桜
皮
は
中
国
に
は

無
く
、
日
本
で
の
み
使
用
さ
れ
て
いる
和
薬
で

す
。

　

桜
皮
を
含
む
漢
方
薬
に
は
十
味
敗
毒
湯

が
あ
り
ま
す
。
10
種
類
の
生
薬
を
用
いて
毒

素
を
取
り
除
く
、
と
いう
こ
と
か
ら
名
付
け
ら

れ
ま
し
た
。
化
膿
を
抑
え
、
皮
膚
の
腫
れ
や

赤
み
、
か
ゆ
み
を
取
る
薬
で
す
。

学名：Prunus yedoensis Matsum 　科名：バラ科
ソメイヨシノ

春の代名詞Vol.201
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